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NISAではじめる株式投資︕

好配当銘柄に注⽬
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連続増配を実施している企業の株価は市場平均を上回る良好なパフォーマンス
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財務内容
継続的な配当は健全な財務内容を反映
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継続的な配当は健全な財務内容を反映

株式市場の評価が⾼い要因

※2017年6⽉30⽇現在 （出所）Bloombergより⼤和証券作成

※2010年初＝100として指数化

S&P/JPX 配当貴族指数は、過去10年以
上増配または配当を維持する国内銘柄を対
象とした株価指数。継続可能性の観点から、
配当性向が0％以上〜100％以内、配当
利回りが10％を超えない銘柄を対象としてい
る。指数は配当利回り加重平均で算出。

連続増配企業への注⽬が⾼まっている
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（出所）財務省法⼈企業統計より⼤和証券作成
（注）⾦融業・保険業を除く全産業、資本⾦1億円以上の会社の数値、2006年度以前の配当⾦は、役員賞与を⾜した数値

市況の好転や財務体質の改善などを背景に、
⼿元資⾦が⾼⽔準に積みあがりつつある。⾜元では、
こうした資⾦の有効活⽤への関⼼が強まっている。

⽇本企業の配当強化姿勢は鮮明に

（年）
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（注）2010年から2016年まで年度ベースで連続して増配（16年度未定の場合は15年度まで）、時価総額1,000億円以上、来年度増収営業増益予想の⽇本企業。対象企業を予想配当利回り順に表⽰。予
想1株あたり配当は、次回予想配当⾦×配当頻度で計算。2017年6⽉30⽇現在。配当落ち⽇、基準⽇は未発表の場合⾮表⽰。（出所）Bloombergより⼤和証券作成

連続増配かつ好業績銘柄の⼀覧
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連続増配銘柄の中から5銘柄をピックアップ

(注1) 予想配当利回りは、作成時点の次回予想1株あたり配当（Bloomberg予想）×年間配当回数/株価で作成しており、表⽰の通りの1株あたり配当額が必ず⽀払われるとは限
りません。（注2）12カ⽉先予想PERは予想EPSを基に算出。当会計年度と翌会計年度の予想EPSを、帰属会計年度の⽇数で加重平均して算出。予想はBloomberg

（出所）Bloombergより⼤和証券作成
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花王（4452）

（円）①⽇⽤品国内最⼤⼿
洗濯⽤洗剤など⽇⽤品の国内最⼤⼿企業。

化粧品ではカネボウ化粧品を傘下に持つ。独⾃の物流
・販売システムを所有し、店頭実現⼒に強みを有する。

2
②収益⼒の⼀段の改善を⽬指す

2016年12⽉に、2020年度までの中期経営計画を発表。
過去最⾼益更新の継続や営業利益率15％、売上⾼

1,000億円ブランドを３つ創出することなどが掲げられた。

③⽇本を代表する連続増配銘柄
2016年12⽉期まで27期連続増配。

⾜元では収益の8割を占める⽇⽤品が国内外で
堅調。順調な利益拡⼤を背景とした株主還元に期待。

株価 ： 6,672.0円 52週高値 ：7,178.0円 52週安値 ：4,888.0円
予想PER ： 23.11倍 予想配当利回り ：1.62% 時価総額 ：33,026億円

株価推移（週⾜）3つのポイント

※2017年06⽉30⽇現在　（出所）Bloombergより⼤和証券作成
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株価推移（週⾜）3つのポイント

①主⼒の携帯事業順調
auブランドの携帯電話事業が主⼒。国内事業は

「auスマートバリュー」や「auスマートパス」の推進で順調。
2014年にミャンマー事業に参⼊する等海外事業にも注⼒

②2017年3⽉期まで16期連続増配
2016年度から2018年度までの中期経営⽬標として、
持続的な利益成⻑ (連結営業利益: 年率 +7%)

と株主還元強化 (配当性向35%超) の両⽴を掲げる。

株価 ： 2,975.0円 52週高値 ：3,378.0円 52週安値 ：2,745.5円
予想PER ： 12.59倍 予想配当利回り ：3.03% 時価総額 ：76,970億円

③UQを梃⼦とした成⻑への移⾏期
業績は安定的に推移しているが⾜元ではARPU（※）

の伸びが鈍化している。UQ mobileの伸⻑やライフ
デザイン戦略、クレジットカードなどの伸びが鍵となろう。

※ユーザー1⼈あたりの平均売上⾦額を⽰す指標

KDDI（9433）

（円）

※2017年06⽉30⽇現在　（出所）Bloombergより⼤和証券作成
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株価推移（週⾜）3つのポイント

①たばこ事業のグローバルプレーヤー
中国を除く、世界３位のたばこメーカー。成⻑戦略や

株主還元などの経営⽅針が明確で、ガバナンス⼒も⾼い。
ロシアのようなトップシェアあるいはシェア上位の国も多い。

③国内たばこ事業の改善がポイント
業績の牽引役は海外たばこ事業。当社担当アナリストは
今後も値上げ効果を中⼼に安定成⻑可能と⾒る。国内
は電⼦たばこ（PloomTECH）の拡販で巻き返しを図る

②担当アナリストは今後も増配を予想
2016年12⽉期から年間配当を円ベースの利益

ではなく海外の現地通貨ベースの利益の伸びに合わせる
⽅針。為替による減配リスクが低下したと⾒られている。

⽇本たばこ産業（2914）

（円）

株価 ： 3,947.0円 52週高値 ：4,432.0円 52週安値 ：3,607.0円
予想PER ： 16.41倍 予想配当利回り ：3.55% 時価総額 ：78,940億円

※2017年06⽉30⽇現在　（出所）Bloombergより⼤和証券作成
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株価推移（週⾜）3つのポイント

①価格⽐較サイトを運営
価格⽐較サイト「価格.com」、飲⾷店⼝コミサイト

「⾷べログ」を⼿掛ける。集客サポートや広告収⼊に加え
「⾷べログ」における店舗経由の課⾦が業績を牽引

②主⼒事業は順調な進捗
⾜元、主⼒の「価格.com」「⾷べログ」が業績を牽引。
⾷べログでは、2015年8⽉に掲載希望の店舗が料⾦

を払うプランに変更。安定成⻑が持続している。

③2017年3⽉期まで11期連続増配
当社担当アナリストは、⾷べログは中期的に課⾦店舗数、
単価の成⻑⾒込みが⾼いとコメント。旅⾏や不動産など
次の柱となる商品の収益拡⼤にも期待したいとのこと。

株価 ： 1,613.0円 52週高値 ：2,210.0円 52週安値 ：1,477.0円
予想PER ： 21.66倍 予想配当利回り ：1.74% 時価総額 ：3,468億円

カカクコム（2371）

（円）

※2017年06⽉30⽇現在　（出所）Bloombergより⼤和証券作成
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株価推移（週⾜）3つのポイント

⼀番会場を実現。オークションを中⼼に事業領域を拡⼤中。

①中古⾞オークション事業を運営
中古⾞オークション会場運営業者（BtoB）の最⼤⼿。

主要地域で会場を運営、近畿地区以外の全地域で地域
⼀番会場を実現。オークションを中⼼に事業領域を拡⼤中。

③2017年3⽉期まで17期連続増配
650億円（2016年3⽉末）を上回る潤沢なネットキャッシュ
を保有。東証上場以来17期連続増配。2017年3⽉期
より配当性向を50％（前45％）以上に引き上げた。

②主⼒業績は緩やかな改善へ
営業利益の9割超はオークション事業。同事業の外部
環境は厳しいが、地⽅会場のリニューアルや内装の改装
などの地道なシェアアップ策に伴う効果に期待したい。

株価 ： 2,233.0円 52週高値 ：2,323.0円 52週安値 ：1,508.0円
予想PER ： 24.38倍 予想配当利回り ：2.10% 時価総額 ：6,995億円

ユー・エス・エス（4732）

（円）

※2017年06⽉30⽇現在　（出所）Bloombergより⼤和証券作成
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お取引にあたっての手数料等およびリスクについて 

手数料等およびリスクについて 

株式等の売買等にあたっては、「ダイワ・コンサルティング」コースの店舗（支店担当者）経由で国内委託取引を行う場合、約定代 

金に対して最大 1.24200％（但し、最低 2,700 円）の委託手数料（税込）が必要となります。また、外国株式等の外国取引にあたっ て

は、現地諸費用等を別途いただくことがあります。 

株式等の売買等にあたっては、価格等の変動による損失が生じるおそれがあります。また、外国株式等の売買等にあたっては価格変 

動のほかに為替相場の変動等による損失が生じるおそれがあります。 

信用取引を行うにあたっては、売買代金の 30％以上で、かつ 30 万円以上の委託保証金が事前に必要です。信用取引は、少額の委託 保

証金で多額の取引を行うことができることから、損失の額が差し入れた委託保証金の額を上回るおそれがあります。 

債券を募集・売出し等により、又は当社との相対取引により売買する場合は、その対価（購入対価・売却対価）のみを受払いいただ 

きます。円貨建て債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、損失を生じるおそれがあります。外貨建て債券は、金利水準の変 

動に加え、為替相場の変動等により損失が生じるおそれがあります。また、債券の発行者または元利金の支払いを保証する者の財務 

状況等の変化、およびそれらに関する外部評価の変化等により、損失を生じるおそれがあります。 

投資信託をお取引していただく際に、銘柄ごとに設定された販売手数料および運用管理費用（信託報酬）等の諸経費、等をご負担い 

ただきます。また、各商品等には価格の変動等による損失を生じるおそれがあります。 

ご投資にあたっての留意点 

取引コースや商品毎に手数料等およびリスクは異なりますので、上場有価証券等書面、契約締結前交付書面、目論見書、等をよくお 

読みください。 

外国株式、外国債券の銘柄には、我が国の金融商品取引法に基づく企業内容の開示が行われていないものもあります。 

 

商号等 ：大和証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第108号 

加入協会：日本証券業協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、一般社団法人金融先物取引業協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会 


